
○近畿地方整備局告示第９９号

土地収用法（昭和二十六年法律第二百十九号。以下「法」という。）第二

十条の規定に基づき事業の認定をしたので、法第二十六条第一項の規定に基

づき次のとおり告示する。

平成２７年４月３０日

近畿地方整備局長 森 昌文

第１ 起業者の名称 兵庫県

第２ 事業の種類 一般国道178号改築工事（浜坂道路・兵庫県美方郡香美町

香住区余部字白山田地内から同郡新温泉町栃谷字川久保地内まで）及び

これに伴う県道拡幅工事

第３ 起業地

１ 収用の部分 兵庫県美方郡香美町香住区余部字白山田、字ドウノサコ、

字平野、字畑田、字東ヲトシ、字ウリウ谷、字中津、字ヤガミ、字ニイ

ヤ、字イタンバ及び字ミヨウ子ン地内

兵庫県美方郡新温泉町久谷字才防山、字キグワ、字ホテガ後、字アマ

ブチ、字セバ谷、字袋谷、字上ノ山、字スゲ谷、字タルガ山、字小袋及

び字山坪、対田字清水谷、字杉ノ前、字上柳原、字井ノ口、字堤谷、字

小坂谷、字向粟原、字与三谷、字願上寺及び字福谷、高末字要ケ池、二

日市字長谷、字長谷口、字浅谷、字好ガ谷、七釜字下山、字和田及び字

板関並びに栃谷字百久保田、字大柴及び字川久保地内

２ 使用の部分 兵庫県美方郡香美町香住区余部字ドウノサコ、字平野、



字畑田、字東ヲトシ、字ウリウ谷、字中津、字ニイヤ、字イタンバ、字

一ノ谷、字堂ノ谷、字トチ谷、字粟谷、字竹ン原、字ミヨウ子ン、字引

尾、字ヲトシ、字モモエ、字トビソ、字坂田、字丸山、字カガン谷及び

字チノ地内

兵庫県美方郡新温泉町久谷字伯母ヶ谷、字才防山、字キグワ、字ホテ

ガ後、字アマブチ、字宮ノ谷、字岩坪、字セバ谷、字袋谷、字上ノ山、

字スゲ谷、字タルガ山及び字小袋、対田字清水谷、字杉ノ前、字上柳原、

字井ノ口、字堤谷、字小坂谷、字与三谷、字願上寺及び字福谷、高末字

熊田及び字要ヶ池、二日市字長谷、字長谷口、字揚木、字君谷、字スガ

谷、字浅谷及び字好ガ谷、七釜字下山、字和田、字木谷及び字板関並び

に栃谷字百久保田及び字川久保地内

第４ 事業の認定をした理由

申請に係る事業は、以下のとおり、法第20条各号の要件を全て充足す

ると判断されるため、事業の認定をしたものである。

１ 法第20条第１号の要件への適合性

申請に係る事業は、兵庫県美方郡香美町香住区余部字白山田地内から

同郡新温泉町栃谷字川久保地内までの延長9.8kmの区間（以下「本件区

間」という。）を全体計画区間とする「一般国道178号改築工事（浜坂道

路）及びこれに伴う県道拡幅工事」（以下「本件事業」という。）である。

本件事業のうち、「一般国道178号改築工事（浜坂道路）」（以下「本

体事業」という。）は、道路法（昭和27年法律第180号）第３条第２号に

掲げる一般国道に関する事業であり、法第３条第１号に掲げる道路法に

よる道路に関する事業に該当する。また、本体事業の施行により円滑な

交通が阻害される県道の従来の機能を維持するための拡幅工事は、法第

３条第１号に掲げる道路法による道路に関する事業に該当する。

したがって、本件事業は、法第20条第１号の要件を充足すると判断さ

れる。



２ 法第20条第２号の要件への適合性

本体事業は、道路法の一部を改正する法律（昭和39年法律第163号）

附則第３項の規定に基づく一般国道の改築である。また、本件区間は一

般国道の指定区間を指定する政令（昭和33年政令第164号）による指定

を受けていないこと及び兵庫県内に存することから、道路法第13条第１

項の規定により兵庫県が道路管理者となる。これらのことなどから、起

業者である兵庫県は、本件事業を遂行する充分な意思と能力を有すると

認められる。

したがって、本件事業は、法第20条第２号の要件を充足すると判断さ

れる。

３ 法第20条第３号の要件への適合性

⑴ 得られる公共の利益

一般国道178号（以下「本路線」という。）は、京都府舞鶴市を起点と

し、宮津市、兵庫県豊岡市、美方郡香美町及び新温泉町を経由して鳥取

県岩美郡岩美町に至る延長190.3㎞の主要幹線道路である。

本路線が通過する兵庫県但馬地域（以下「但馬地域」という。）は、

城崎温泉、山陰海岸ジオパークなどの観光拠点を有するとともに、ズワ

イガニ、ホタルイカなどの全国屈指の水揚量を誇る浜坂漁港を有してい

ることから、本路線は、観光バス等による観光地へのアクセスや大型ト

ラックによる水産物の輸送路であり、但馬地域の産業や経済活動を支え

る大動脈として重要な役割を担っている。

また、本路線は、但馬地域の拠点都市である豊岡市と日本海沿岸の各

市町を結ぶ唯一の幹線道路であるとともに、県内の防災拠点を連絡する

第１次緊急輸送道路に指定されている重要な道路である。

しかしながら、本件区間に対応する本路線（以下「現道」という。）

は、起伏の激しい急峻な地形を通過する２車線の道路であり、道路構造

令（昭和45年政令第320号）に定める車道幅員、最小曲線半径及び最急

縦断勾配の規定値を満たさない箇所が存在していることによる死傷事故

が発生している。

加えて、但馬地域は豪雪地帯対策特別措置法（昭和37年法律第73号）



に基づく豪雪地帯に指定されているとともに、香美町香住区下浜から新

温泉町久谷までの現道を含む9.6㎞の区間が異常気象時通行規制区間に

指定されていることから、現道は積雪や大雨による通行止めが行われて

いる上に、現道の新温泉町対田から福富までの区間は過去に二級河川岸

田川水系久斗川の氾濫による冠水で通行止めが発生しているため、主要

幹線道路としての機能を十分に発揮していない状況にある。

さらに、但馬地域で唯一の三次医療機関である公立豊岡病院（以下「豊

岡病院」という。）では、豊岡病院の医師・看護師等が同乗して搬送途

上へ出動するドクターカーを配備しているが、新温泉町は但馬地域の５

市町のうち豊岡病院からみて最も遠いことから、搬送時間がかかり、救

急医療活動の迅速な開始ができていない状況にある。

このような状況に対処するため、香美町香住区余部字白山田地内の

余部インターチェンジ（以下、インターチェンジを「ＩＣ」という。）

から新温泉町栃谷字川久保地内の浜坂ＩＣ（仮称）までの延長9.8kmを

全体計画区間として定め、道路構造令第１種第３級の規格に基づく２

車線の自動車専用道路を新たに整備する「一般国道178号改築工事（浜

坂道路）及びこれに伴う県道拡幅工事(以下「本件事業」という。)を計

画したものである。

本件事業の完成により、積雪や大雨時に通行止めが行われる上に冠水

被害の危険性がある区間を回避した、良好な線形で、十分な幅員を有す

る２車線の自動車専用道路が整備されることから、事故や通行止めの減

少を図ることができ、災害時及び異常気象時などにおける緊急輸送道路

としての機能が向上するなど、安全かつ円滑な自動車交通の確保や但馬

地域の救急医療体制の強化に寄与することになる。

したがって、本件事業の施行により得られる公共の利益は、相当程

度存すると認められる。

⑵ 失われる利益

本件事業が生活環境等に与える影響について、本件事業は、環境影

響評価法（平成９年法律第81号）等に基づく環境影響評価の実施対象

外の事業であるが、起業者が環境影響評価法等に準じて、任意で環境



影響調査を実施しており、その結果、騒音、大気質、振動のいずれに

ついても環境保全目標を満足することが確認できた。

また、同調査によると、本件事業地内及びその周辺の土地には、絶

滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（平成４年法律

第75号）における国内希少野生動物種であるクマタカ、ハヤブサ、環

境省レッドリスト絶滅危惧Ⅱ類として掲載されているサシバ、サンシ

ョウクイ、カスミサンショウウオ、カマキリ、ナタネキバサナギガイ

等が確認されている。

このうち、クマタカ、ハヤブサ、サシバ、サンショウクイについて

は、本件事業地内で営巣地や繁殖に係る行動は確認されておらず、周

辺に類似した生息環境が広く分布するため主な生息環境は現状どおり

保全されることなどから影響は小さいとされている。

その他の動物については、一部生息環境の消失が生じる可能性があ

るが、工事前に立会を行い、生息が確認された場合には、専門

家の指導を受けながら、類似の生息地への移植、産卵池の整備、

卵塊の移動を行うなど、適切な環境保全措置を講じることとし

ている。

植物については、環境省レッドリスト絶滅危惧Ⅱ類として掲載さ

れているミズマツバ、タジマタムラソウ及びスズメハコベ等、準絶滅

危惧種として掲載されているカキツバタ等が確認されている。工事に

よる地形改変により、一部生育環境の消失が生じることがあったとし

ても、周辺に同様の生育環境が広く残されること、また、事業による

影響が認められる場合には、専門家の指導を受けながら移植等の保全

対策を講じること等から、影響は少ないと判断されている。

また、本件事業地内の土地には、文化財保護法（昭和25年法律第21

4号）による周知の埋蔵文化財包蔵地およびその可能性のある箇所が1

7箇所あり、確認調査を行ったところ、４箇所において埋蔵文化財の

存在が確認された。このうち、２箇所については、本発掘調査を実施

し、兵庫県教育委員会と協議の上、適切に記録保存を行っている。残

りの２箇所についても本発掘調査を実施中であり、必要に応じて記録



保存等の適切な措置を講じることとしている。

したがって、本件事業の施行により失われる利益は軽微であると認

められる。

⑶ 事業計画の合理性

本件事業は、安全かつ円滑な自動車交通の確保や但馬地域の救急医

療体制の強化を主な目的として、道路構造令による第１種第３級の規

格に基づき、バイパス方式により２車線の自動車専用道路を建設する

事業であり、本件事業の事業計画は、道路構造令等に定める規格に適

合していると認められる。

本件区間におけるルートについては、集落等を極力回避しつつ余部

ＩＣと浜坂ＩＣとを最短で結ぶ案（以下「申請案」という。）のほか、

南側の谷筋へ大きく迂回する案及び現道の北側を道路区域に沿って通

過する案の３案について検討が行われている。申請案と他の２案とを

比較すると、宅地の潰地面積が３案中最も少ないなど、地域に与える

社会的影響が小さいこと、現道に近いため工事用道路も容易に計画で

きるため施工性に優れていること、計画延長が最も短いことなどから

事業費が最も廉価であることなどから、社会的、技術的及び経済的な

面を総合的に勘案すると、申請案が最も合理的であると認められる。

したがって、本件事業の事業計画については、合理的であると認め

られる。

以上のことから、本件事業の施行により得られる公共の利益と失われ

る利益とを比較衡量すると、得られる公共の利益は失われる利益に優越

すると認められる。したがって、本件事業は、土地の適正かつ合理的な

利用に寄与するものと認められるため、法第20条第３号の要件を充足す

ると判断される。

４ 法第20条第４号の要件への適合性

⑴ 事業を早期に施行する必要性

３⑴で述べたように、現道は、車道幅員、最小曲線半径及び最急縦

断勾配の規定値を満たさない箇所が存在する上に、積雪や大雨による

通行止め等が発生していることから車両の安全かつ円滑な通行に支障



をきたしており、できるだけ早期に安全かつ円滑な自動車交通を確保

する必要があると認められる。

また、豊岡市長を会長とする但馬・地域高規格道路推進協議会等か

ら本件事業の早期完成を強く要望されている。

以上のことから、本件事業を早期に施行する必要性は高いと認めら

れる。

⑵ 起業地の範囲及び収用又は使用の別の合理性

本件事業に係る起業地の範囲は、本件事業の事業計画に必要な範囲

であると認められる。

また、収用の範囲は、全て本件事業の用に恒久的に供される範囲に

とどめられ、それ以外の範囲は使用としていることから、収用又は使

用の範囲の別についても合理的であると認められる。

したがって、本件事業は、土地を収用し、又は使用する公益上の必要

があると認められるため、法第20条第４号の要件を充足すると判断され

る。

５ 結論

以上のとおり、本件事業は、法第20条各号の要件を全て充足すると判

断される。

第５ 法第26条の２第２項の規定による図面の縦覧場所 兵庫県美方郡香美

町役場及び同郡新温泉町役場


